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国際大ダム会議2012年

京都大会の登録受付 を

12月 1日 から開始いた

します。

京都大会HPア ドレス

http:′′icold2012kyoto.org′ ノ

京観大会の準備を進めております。

皆様のご支援 。ご協力を

よろしくお願い申し上げます。
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技術委員会報 ili

追加・補足資オキ|

ICOLDポ ジシヨン・ベーバー「ダムと環境」の補遺

として日本チームが作成した,今後の気候変動の現状・

予測及び様々な環境問題 iノ、日増加.食糧問題,エ ネル

ギー問題,水資源問題等 ,の現1た・予測を踏まえた.ダ ム・

貯水池の果たす役割についてのベーパーについて,ホ下

が説明を行った。IntrOduclonの 項で,文書作成の 目的

を説明することとなった。また。第 1章 は,ICoLDの

「地球気候変動 とダム委員会」の結論と矛盾しないもの

である必要があるとされたf第 2章については.さ らな

る作業が必要とされた _

また.ポ ジション・ベーパー自体の改訂の必要性が議

論された。

l TOR-1(環 境影響評価のためのガイドライン)

他機関 (WBな と'|でガイドラインが定められている

ため,当 委員会としてはガイドラインをまとめる必要は

ないものとされ,当該課題の検討は体 lLす ることとなっ

た [

' TOR-5(完
成した報告書の今後の取扱等について )

報告書「ヘリテイジ (特に歴史的,4L態 学的.景観的 ,

文化的特徴のある地域 )」 :こ ついては,事例が占くなっ

ているため,各委員が事例の更新.見直しを行うことと

なり,II本が原稿案を各委員に配信し 意見をとりまと

めることとなった 来年の帥12京都年次例会 ,大会にお

いて,11記ベーパーの最終承認を得ることでスケジュー

ルを確認 した.

3.委員会における説明資料

(資料 1)節 H Tentajve Agenda

(資料 2)20H Task Forces

(資 |+3)mll Current Situation by MI Baba

l資料 4)TOR lEn、rironmental issucs

,資十15)TOR-3 Supplementa,Papcr l Dran｀

(資料6)TOR-3 Supplementary Paper introduc● on by

1ヽ■ Baba

ダム安全委員会
H)Committec of Dam Safety

委員代理 木 戸 研太郎
中l

(委  員 小 坪 洋  巳
Ⅲ
り

1.出 席 者

本委員会は,33カ 国・34名の委員で構成される.技術

委員会の中でも有数の大所帯の委員会である=当 日の出

彎者は,委員23名 及び代理出席 3名 ,加 えてオブザーバー

が 6カ 国から計 7各 (合計33名 )参加 してお :).会議室

は満員の盛況であった,委員長はカナダの zlelinski氏 .

ヨ1委 員長はオランダの Janssen氏 とアメリカの ηoumas

氏の 2名 である.

2.委員会の概要

本委員会は,昨年から延長された期間 (2010～鋤 12)

:つ 半分を過ぎ.今期の検討課題 (Tems of Rerercncc,を

おおむね終 rし たところである′

昨年までに,新 しい「ダムの安全管理に関する Bdleth」

11成 (Bulletin 59の 改訂 )作業を行つてお り。その原 ll・il

:ま 今年 1月 に ICOLD本部に提出すみである (本年次例

会で審議される I:

残る検討課題は,「 ダムのリスク管理に関する情報及

び教育資料の準備」であり.来年までに完了の予定とさ

1し ている^

3. 議   事

今年の委員会では.以下の 2つ の課題について討議が

なされた.

(1}ダム安全に対する法律及び規定のレビュー

この課題については,委員会内にワーキンググルー

プ (WG)を組織 して検討を進めている,WGは 本委員

会メンバー国及び他に 3つの ICOLD加 盟国に質問状 を

送付 してお り,こ れまでに32カ 国からの「lll答 があつた,

WGで はさらに,本委員会メンパー以外の20の ICOLD

加盟国に対 して質問を送付予定である .

今回の委員会では,wGリ ーダー (チ ェコの Polacek氏 )

から,現在までに得られた回答の分析結果の報告がなさ

れるとともに い1符の分析方法や情報の質のチェック方

法・レポー ト原稿作成等について議論がなされた ]レ ポー

トの最終原稿は 来年の京都年次例会の前に委員に配布

される予定とのことである「

POhcekリ ーダーはまた,京都年次例会以降もWGの
活動を継競 し ダ′、安全に対する法律及び規定に関する

-ltttt提 言 general recommendalo■ )をイ乍成してはと'う

かといら提案を行った、

2 2012年 11峰 の検討課題 (次期委員会の ToR'

争■0委 員会 :二 先立ち,zielinski委員長から,メ ール

で各晏,1.こ けして次期ダム安全委員会の TORの提案が

きたてお・  政名の委員の間でメール討議が展開 〔情報

は全委彗1、 二重11: されていたこ委員会ではそれを受けて

F:議う1′
,マ ,チ t llド の各項目が候補として挙げられた

`

独!水 資源機構 総合技術センター ダムグループ長

独.水 資源機構 一庫ダ′、管IVFi"ilt
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